
いちごドリルプリント

古墳時代プリント 名前

問1 古墳時代に築かれた、円形と方形を組み合わせた鍵穴のような形状を持つ巨大な墓について、その名称と当時の状況を正しく述べたものはどれ
ですか。 （2026年 沖縄県公立入試 類似）

1. 名称は方墳であり、ヤマト王権が
全国の土地を直接支配するために、
各地の役所の目印として設置した。

2. 名称は円墳であり、大和地方から
移住した渡来人たちが、故郷の風景
を再現するために全国に広めた。

3. 名称は前方後円墳であり、ヤマト
王権の勢力が及んだ東北地方から九
州地方にかけての広い範囲で見られ
る。

4. 名称は装飾古墳であり、ヤマト王
権から独立した九州地方の豪族のみ
が、独自の文化を示すために築いた
。

問2 古墳時代の東アジアにおける対外関係と文化の流入について、その背景と内容を説明したものとして正しいものはどれですか。 （2021年

群馬県公立入試 類似）

1. 大陸との交流は小規模な民間貿易
に限られており、国家間の正式な外
交や技術導入は行われていなかった
。

2. この時期の日本は大陸から完全に
孤立しており、大陸の文化が流入し
始めたのは平安時代以降である。

3. 中国大陸の南朝とのみ交流し、朝
鮮半島の高句麗や新羅とは敵対関係
にあったため、半島由来の文物は存
在しない。

4. 倭の王権は朝鮮半島の諸国や中国
の王朝と交流し、馬具などの実用的
な技術や高度な工芸品を取り入れて
いた。

問3 古墳時代の日本（倭）が朝鮮半島や中国大陸の諸王朝と活発に交流していたことを示す証拠について、群馬県の綿貫観音山古墳などの出土品か
ら読み取れる共通点として最も適切なものはどれですか。 （2021年 群馬県公立入試 類似）

1. 遣隋使が派遣されるまで大陸との
交流は完全に途絶えており、仏教に
関する文物のみが特例として見られ
る点

2. 朝鮮半島の高句麗や百済、新羅、
加耶などの地域と共通する、銅製水
瓶や馬具などの文物が確認される点

3. 江戸時代の鎖国政策の影響により
、大陸由来の文物が一切見られず、
日本独自の土器のみが発達している
点

4. 縄文時代以来の伝統である大型の
磨製石斧や、日本列島固有の黒曜石
製品が大量に出土する点

問4 埼玉県にある稲荷山古墳からは、表面に文字が刻まれた金錯銘鉄剣が出土しました。この鉄剣に刻まれている「ワカタケル大王」という人物は
、当時の中国の歴史書に記されている「倭の五王」のうちの誰を指すとされていますか。 （2017年 大阪府公立入試 類似）

1. 興（こう） 2. 武（ぶ） 3. 済（せい） 4. 珍（ちん）

問5 5世紀頃、日本の王たちが中国の皇帝に使節を送った背景や目的として、最も適切な説明はどれですか。 （2017年 鳥取県公立入試 類似）

1. 中国の皇帝から地位の承認を得る
ことで、朝鮮半島での軍事的外交関
係を有利に進めたり、高度な技術を
導入して統治を強固にするため。

2. 遣唐使を廃止することで大陸との
交流を制限し、日本独自の国風文化
を育むとともに、律令国家の形成を
早めるため。

3. 後漢の皇帝から「漢委奴国王」と
刻まれた金印を授かり、九州北部に
おける小国の連合を束ねる権威を確
立するため。

4. 仏教を日本に広めるために、中国
から高僧を招くとともに、寺院建築
や経典などの進んだ文化を公的に導
入するため。

問6 3世紀後半から6世紀にかけて、近畿地方だけでなく九州から東北南部までの広い範囲で、同じ「前方後円墳」という形式の古墳が作られた理由
として、最も適切なものはどれか。 （2020年 佐賀県公立入試 類似）

1. 稲作の普及により食料が豊富にな
ったため、農作業の休憩所として全
国で同じ形が採用されたため。

2. 仏教の教えに基づき、円形と方形
を組み合わせることで死者の供養に
なると信じられたため。

3. 中国の皇帝から、日本全土を統一
するためにこの形状で墓を作るよう
命じられたため。

4. ヤマト政権を中心とする政治的な
結びつきが、各地の豪族との間に広
がったため。

問7 5世紀の朝鮮半島の情勢において、北部に位置する強大な高句麗が南下政策を進める中、倭（日本）と活発に交流を持ち、共同の利害関係にあっ
た朝鮮半島南部の国々の組み合わせとして適切なものはどれですか。 （2026年 群馬県公立入試 類似）

1. 隋・契丹 2. 高麗・渤海 3. 唐・宋 4. 百済・新羅

問8 5世紀、ヤマト王権の首長たちは「倭の五王」として中国の南朝へ使者を派遣し、朝貢を行いました。この外交活動の主な目的を説明した文とし
て、最も適切なものはどれですか。 （2024年 山口県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島での軍事的な優位性や鉄
資源の確保に加え、国内での政治的
地位を認めてもらうため

2. 邪馬台国の卑弥呼が魏から受けた
称号と同様の権威を背景に、九州地
方の豪族を支配するため

3. 隋に対して対等な立場での外交を
求め、中国の進んだ律令制度をいち
早く導入するため

4. 仏教の公伝をきっかけとして、大
陸の進んだ建築技術や工芸品を組織
的に輸入するため

問9 3世紀後半から4世紀にかけての日本列島の歴史において、大規模な古墳の築造が始まった時期の政治状況を説明した文として、最も適切なもの
はどれか。 （2025年 秋田県公立入試 類似）

1. 朝鮮半島から移住した渡来人が、
最新の鉄器技術を背景に単独の王朝
を打ち立てた。

2. 『魏志』倭人伝に記されているよ
うに、九州地方を中心とした女王に
よる統治が続いた。

3. 各地の小国が対等な立場で同盟を
結び、銅鐸を共有する祭祀によって
平和を保った。

4. 近畿地方の有力な豪族を中心とし
た、複数の勢力による政治連合が形
成された。

問10 3世紀ごろ、倭の女王である卑弥呼が使いを送った中国の国と、当時その国と勢力を争っていた国の組み合わせとして正しいものを選びなさい。
（2016年 和歌山県公立入試 類似）

1. 魏 ―― 呉・蜀 2. 秦 ―― 楚・斉 3. 隋 ―― 陳・北周 4. 唐 ―― 吐蕃・新羅

問11 5世紀後半のヤマト王権の勢力範囲を知る手がかりとして、熊本県の江田船山古墳から出土した銀象嵌の銘文を持つ鉄刀があります。この鉄刀に
記されている、当時の王権の中心人物を指す名称として正しいものはどれですか。 （2022年 福島県公立入試 類似）

1. ワカタケル大王 2. 卑弥呼 3. 志賀島の金印の主 4. 聖徳太子

問12 古墳時代のヤマト政権における、大王と豪族の関係性や政治の仕組みについて述べたものとして、正しいものはどれですか。 （2026年 和歌山県公立入試

類似）

1. 大王は、有力な豪族たちと連合し
、彼らを従えることで政権を運営し
た。

2. 大王はすべての豪族を武力で排除
し、対等な関係を持つ勢力が存在し
ない独裁体制を築いた。

3. 大王は宗教的な権威のみを持ち、
実際の政治や軍事の権限はすべて豪
族が握っていた。

4. 大王は中国の皇帝から派遣された
官僚であり、豪族の意見を聞かずに
政治を行った。

問13 島根県内の古墳調査において、鍵穴のような形をした古墳が存在する一方で、長方形を二つ繋ぎ合わせたような形状を持つ古墳や、単純な円形
の古墳も確認されています。この「長方形を二つ繋ぎ合わせたような形状」を持つ古墳の形式として正しい名称を選びなさい。 （2025年

島根県公立入試 類似）

1. 前方後方墳 2. 双方中円墳 3. 八角墳 4. 上円下方墳
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

名称は前方後円墳であり、ヤマト王権の勢力
が及んだ東北地方から九州地方にかけての広
い範囲で見られる。

前方後円墳は、日本独自の古墳形式であり、その分布は北は東北地方から南は九州地方にまで
及んでいます。これは、各地の豪族がヤマト王権を中心とする政治秩序に参加していたことを
意味します。装飾古墳は内部に彩色や彫刻があるものを指し、円墳や方墳はより一般的な形状
ですが、前方後円墳ほどの政治的象徴性は持ちません。また、古墳はあくまで豪族の墓であり
、役所の目印ではありません。

問2 答え 4
倭の王権は朝鮮半島の諸国や中国の王朝と交
流し、馬具などの実用的な技術や高度な工芸
品を取り入れていた。

古墳時代の日本（倭）は、朝鮮半島の高句麗・百済・新羅・加耶、そして中国の諸王朝と政治
的・経済的な結びつきを強めていました。この交流を通じて、大陸の進んだ技術や文化が日本
列島へもたらされました。具体的には、乗馬の風習とともに伝えられた「馬具」や、高度な鋳
造技術による「銅製水瓶」などが各地の有力者の古墳に副葬されており、これらは当時の対外
関係の重要性を物語る重要な資料となっています。

問3 答え 2
朝鮮半島の高句麗や百済、新羅、加耶などの
地域と共通する、銅製水瓶や馬具などの文物
が確認される点

古墳時代の日本列島は、地理的に近い朝鮮半島の高句麗・百済・新羅・加耶、および中国の南
朝や北朝と活発な交流を持っていました。その具体的な証拠として、群馬県の綿貫観音山古墳
をはじめとする各地の古墳から、大陸や半島の影響を強く受けた「銅製水瓶」や「馬具」など
の文物が共通して出土しており、当時の国際的なネットワークの広がりを示しています。

問4 答え 2
武（ぶ）

稲荷山古墳から出土した鉄剣に記された「獲加多支鹵大王（ワカタケル大王）」は、中国の歴
史書『宋書』倭国伝に登場する倭王「武」と同一人物であると考えられています。武は、日本
の記紀に登場する雄略天皇にあたるとされています。

問5 答え 1
中国の皇帝から地位の承認を得ることで、朝
鮮半島での軍事的外交関係を有利に進めたり
、高度な技術を導入して統治を強固にするた
め。

5世紀の「倭の五王」は、中国の南朝へ繰り返し使節を派遣しました。当時の倭王は、朝鮮半
島における軍事的な指揮権を含む称号を中国の皇帝から授かることで、国際的な地位を確立し
、周辺諸国との外交を有利に進める狙いがありました。また、これに伴い鉄製武器の製造技術
や須恵器などの新しい技術を大陸から導入し、国内の支配力を高めていきました。

問6 答え 4
ヤマト政権を中心とする政治的な結びつきが
、各地の豪族との間に広がったため。

特定の形状（前方後円墳）が広まったことは、地方の豪族がヤマト政権の支配体制や同盟関係
に組み込まれたことを示しています。古墳の形や規模を共有することで、政権内での身分や序
列を明確にする役割もありました。

問7 答え 4
百済・新羅

5世紀の東アジアでは、朝鮮半島北部の高句麗が勢力を拡大していました。これに対抗するた
めに、半島の南部に位置した百済や新羅は倭（日本）と結びつきを強め、軍事的な衝突や技術
・文化の交流が行われました。この国際関係は、当時の倭王が中国の南朝に朝貢した理由の一
つにもなっています。

問8 答え 1
朝鮮半島での軍事的な優位性や鉄資源の確保
に加え、国内での政治的地位を認めてもらう
ため

5世紀のヤマト王権にとって、武具や農具の材料となる鉄資源の確保は極めて重要でした。そ
のため、鉄の供給源である朝鮮半島南部での軍事的な影響力を強化することや、中国の皇帝か
ら称号を授かることで、国内の有力な豪族たちに対して自らの王権の正当性を示すことが、こ
の外交活動の大きな目的となっていました。

問9 答え 4
近畿地方の有力な豪族を中心とした、複数の
勢力による政治連合が形成された。

3世紀後半から4世紀ごろになると、近畿地方の有力な豪族たちが中心となり、各地の勢力を結
びつけた政治的な連合体が成立しました。これが大和政権（ヤマト王権）であり、その成立と
発展は、各地に共通の形式を持つ巨大な古墳が築かれるようになったことからも裏付けられま
す。弥生時代の小国が乱立し、争いを繰り返していた段階から、より広範な地域を統括する仕
組みへと移行した重要な時期といえます。

問1
0

答え 1
魏 ―― 呉・蜀

卑弥呼が使いを送った相手は、中国大陸の北部に位置した「魏」という国です。当時の中国大
陸は、北部の魏、南東部の呉、南西部の蜀の三つの勢力が争っており、この複雑な国際情勢の
中で、邪馬台国は魏との外交関係を築くことで自国の立場を安定させようとしました。

問1
1

答え 1
ワカタケル大王

江田船山古墳から出土した鉄刀に刻まれた「ワカタケル大王」は、中国の歴史書に記された「
倭王武」や、日本の『記紀』に登場する雄略天皇にあたると考えられています。この名称が刻
まれた遺物が、九州（江田船山古墳）と関東（稲荷山古墳）の両方から発見されたことは、広
域な支配体制の確立を裏付ける歴史的な発見となりました。

問1
2

答え 1
大王は、有力な豪族たちと連合し、彼らを従
えることで政権を運営した。

ヤマト政権は当初、奈良盆地などの有力な勢力が結びついた「連合政権」としての性格が強い
ものでした。大王は、各地の豪族に「氏（うじ）」や「姓（かばね）」という地位を与える氏
姓制度などを通じて、彼らを組織的に従えながら統治を進めていきました。

問1
3

答え 1
前方後方墳

古墳時代には、最も代表的な前方後円墳のほかに、地域や時期によって様々な形状の古墳が造
られました。前方後方墳は、その名の通り前部も後部も方形（四角形）で構成されており、島
根県の造山1号墳や山代二子塚古墳などがその例です。このような形状の違いは、当時の地域
勢力の独自性や大和政権との関係性を反映していると考えられています。


